
泥炭地からの炭素排出と

パーム油プランテーションの事例

泥炭地とは？

・位置

・機能および価値

泥炭地とは、水に浸かった土壌が植
物遺骸の分解を遅らせることにより、
植物遺骸が有機質土（泥炭土）を形
成したもの。

泥炭とは何千年にも渡り堆積した有機物

・低地熱帯雨林の泥炭はドームの形状

・泥炭は地下水位よりも上に堆積する
泥炭湿地は雨水
が流れ込んだもの泥炭湿地林

鉱質土層

有機物

殆どの泥炭地はスマトラ、カリマンタン、パプアにおける低地の、河川の間の広大な氾濫原に位置する



泥炭は何千年にも渡り、その厚い層に濃縮した炭素を固定して堆積する

地下2mからの泥炭

東
南
ア
ジ
ア
の
低
地
泥
炭
地
の
殆
ど
は
、
５
千
年
の

歳
月
を
有
し
、
そ
の
幾
つ
か
は
、
地
下
２
０
ｍ
に
及
ぶ

泥炭地と炭素

●地球全体で泥炭地は2000GtCO2を貯留

●地上の炭素の30%に相当
－大気の炭素の70%に相当

－地球全体の植物バイオマスに固
定されている全炭素の90%に相当

－森林に固定されている炭素の二倍

世界的に泥炭における炭素貯留は脅かされている

●地球全体での、泥炭地からの年間排出量は、3GtCO2以上

－地球全体の化石燃料からの排出の11%に相当

泥炭土

インドネシアの泥炭地地域

・平均炭素固定量

・2100万ha

・貯留合計 33.7GtC
・123.5GtCO2に相当

・熱帯泥炭林の土壌はその天然林が固定する炭素の1200倍を貯留している

インドネシアにおける泥炭地の分布

地域 もとの面積 現存面積 保護面積

1987年～2000年の間、300万ha以上＝インドネシアの泥炭地域の18%が、土地利
用転換または火災により消失した



東南アジアの泥炭地からの排出

全地球の泥炭地域の6%が

全地球の泥炭による排出の
71%を占める

全地球の1%の陸地から

全地球の8%の二酸化炭素を排出 泥炭地の問題

・森林減少

・排水

・火災

泥炭地での森林減少

2000年以降1.5%/年

泥炭地でない森林減少の2倍

現在45％が森林減少

泥炭地での森林保護は全泥炭地の5%未満

東南アジア諸国における森林減少と泥炭湿地林減少の比較

熱帯泥炭湿地林の減少

・泥炭湿地林での森林伐採（合法・違法）にお
いて、機材と丸太を搬送するために排水路が
掘られる

・これが泥炭土の排出につながり、地下に固定
されていた炭素からの二酸化炭素排出の増加
をもたらす

伐採と排水



熱帯泥炭地の排水の影響

・深さ1mの排水＝90tCO2/ha/年の排出

・排水路が作られると泥炭地は火災にさらに脆くなる

・表面付近の地下水面に守られて有機物の堆積（炭素吸収）が進む

背景：泥炭地の排水路がなぜCO２排出につながるのか？
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背景：泥炭地の排水路がなぜCO２排出につながるのか？

排水路により地下水面が低下し、泥炭が乾く

背景：泥炭地の排水がなぜCO２排出につながるのか？

排水により地下水面が低下し、泥炭が乾くことにより、分解（腐朽）および火
災を通して二酸化炭素が排出される



背景：泥炭地の排水がなぜCO２排出につながるのか？

・泥炭の沈下および二酸化炭素の排出は、再び泥炭が湿って初めて止まる

・再び湿ること“rewetting”がなければ、泥炭は消失する

東南アジアの泥炭湿地地域の排水

東南アジア：1200万haの農業&アグロフォレスト
リーが632MtCO2/年の排出に寄与（排水路のみ）

これは、現在の京都議定書の全体目標値とほぼ同量

伐採と火災に対する脆さ

原生林はその他の森林よりも火災の被
害を受けにくい

伐採と排水路は、火災のリスクを劇的に
増加させる

以前に燃えたことのある地域はとても高
い火災リスクがある

東南アジアの泥炭火災からの二酸化炭素排出

・インドネシアにおいて、1997年～2006年の10年間に、1997年、1998年、2002
年の3年間だけで6万件の火災が発生

・暫定的な平均年間泥炭火災の排出：1400～4300MtCO2/年



・インドネシアにおける1997/98年の泥炭火災に
よる予想炭素排出量は、8億1000万-25億7000
万トン

・この炭素排出量は全地球の化石燃料による年
間排出量の15～45%

・1997/98年の火災は全地球の大気の二酸化
炭素レベルに直接的な影響を与えた

泥炭地の劣化と気候変動

東南アジアの泥炭地の劣化、排水、火災
が引き起こすその他の問題

インドネシアの1997/98年の泥炭火災の経済的評価

・150万-220万haの泥炭湿地林が消失

・インドネシア、シンガポール、マレーシア
で1108便のフライトがキャンセル

・煙霧による経済損害＞14億米ドル

・経済損失（観光&木材）＞70億米ドル

・大規模な火災は毎年起こっている

脅威

炭素固定という機能において、泥炭地は世界で最も重要な生態系である

熱帯泥炭地は最も早く劣化、消失している

・土地利用転換&劣化

・汚染

・侵略種

・過剰な開発

・気候変動

生物多様性の損失 貧困 土地/水質の劣化 気候変動



・30%の5歳以下の子どもが呼吸器疾患
および成長不全を患う

・インドネシアの泥炭地域の貧困は他の
地域の2-4倍にのぼる

社会的影響

泥炭とパーム油

現在、東南アジアのアブラヤシ農園の約20%
～25％が泥炭地に位置する
・インドネシア約25％
・マレーシア約6％

アブラヤシは泥炭では、よく育ち、生産性が高い

・国際バイオ燃料市場、アブラヤシ農園拡大の要因

－新規アブラヤシ農園の50％以上が泥炭上に計画

－60％の新規生産計画はバイオ燃料用と推定



泥炭地でのアブラヤシ生産：

－泥炭からの年間排出量は50～100ｔ
CO2/ha

－バイオ燃料としての使用（3～6トンの
アブラヤシ生産/ha/年）は、1haあたり9
～10トンのCO2を補償

－バイオ燃料として泥炭地で生産され
たアブラヤシ油の燃焼は、化石燃料使
用から排出される二酸化炭素の3～10
倍の二酸化炭素を排出するであろう

－そして、これには他の潜在的、追加的
排出は含まれていない

・森林減少からの排出

・火災による排出

・排水による付近の泥炭地の影響

持続可能性の問題

結論

• 泥炭地とは水に浸かった植物遺骸が有機質土（泥炭土）を形成したもので地球全
体で泥炭地は二酸化炭素に換算すると２０００ＧｔＣＯ２を固定している

• 地球全体で、泥炭地からの年間排出量は３ＧｔＣＯ２以上で、地球全体の化石燃
料からの排出の11％に相当

• 全地球の泥炭地域の6％が東南アジアに存在し、泥炭地からの排出量の71％を
占める

• 泥炭地からの排出の原因
森林減少
排水
火災

• バイオ燃料として泥炭地で生産されたパーム油の燃焼は、化石燃料使用から排
出される二酸化炭素の3－10倍の二酸化炭素を排出し、温暖化を緩和するどこ
ろか、温暖化の促進に寄与している

• 新規パーム油農園の50％以上が泥炭地に計画されている
• 森林減少、泥炭地の排水、火災の要因となる泥炭地におけるパーム油農園等の
開発は即停止するべきで、同農園からのパーム油は使わない


